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　現地調査中「何をしているのです

か」と尋ねられることがよくある。「生

きものの調査をしています」と答え

ると「こんな生きものがいる」、「こ

んなのを見た」と教えてくれる方が

いる。

　例えば「ナミアゲハの蛹を見つけ

た」という話をされる。その写真を

見せていただくとナミアゲハではな

く、ナナホシテントウの蛹だった…。

そんな時、やや自慢げに説明してし

まう自分がいる。（プロなのに…）

　しかし、先日一般の方の話も聞き

流せないなと感じたことがあった。

名古屋市内のミニビオトープで蝶の

生態調査をしていた時のことだ。

　そのミニビオトープを頻繁に観察

されている（多分ご近所に住んでお

られる）女性が言った。「この間、ナ

ミアゲハがミニビオトープへやって

きて、ミカンのところでゆっくりと

飛んだの。まるで目で見ていたみた

い」と。ナミアゲハのメスは産卵す

る際に主に視覚、補助的に嗅覚を利

用して幼虫の食草や食樹を見つけ出

すと言われている。その行動を確認

したのだ。この女性は特に昆虫類に

詳しい訳ではないらしい。しかし、

女性はしっかりとチョウの動きを観

察していた。

     吸蜜する
ナガサキアゲハ

ミカンの葉にいるナミアゲハの幼虫
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　また、サラリーマンらしき男性が

言った。「先日、スズメがチョウの幼

虫をくわえていったよ。おかげで幼

虫はいなくなってしまった。残念だ

ねえ」と。聞くと近くに勤務先があり、

毎日のようにミニビオトープを観察

されているらしい。幼虫がいなくな

る理由はいくつか想定されるが、こ

の方のおかげでウラが取れたという

わけだ。現地調査は短期間で行うた

め、「何が生息しているか」の確認に

留まることが多い。このため、生態

的な行動を観察するには至らず、確

認できなくなった理由などは分から

ないことがある。彼らのように頻繁

にミニビオトープ（調査対象地）を

訪れ、よく見ているからこそ気づく

ことがあることを改めて思い知らさ

れた。

　同時に、このような地域の皆さん

の気づき＝観察力を活かすことは、

人と自然が共生できる都市環境づく

りや持続可能な保全活動のベースな

のだ、と思う。

　それにしても「生きものの観察」

というと「子どもが主役」と思って

いたが、「大人達もやるじゃないか、

むむ･･･あなどれない」と思った。

　ここ名古屋という都会にも「生物

を調べること」を生業としている私

たちに負けないくらい生きものが好

きで、身近な生きものを楽しむ方が

たくさんいるのだと気づき、ちょっ

とうれしくなった。

(名古屋支社自然環境研究室　澤田昭男）

● 2010 年 10 月に名古屋市で「生物多様性条約第 10 回締約国会議 (COP10)｣ が

開催される。「都市の緑地をつなぎ生物の移動を可能にする都市生態系ネット

ワークづくりに役立て、人と自然が共生できる都市環境づくりに向けて活用す

ること」を目的に、 COP10 パートナーシップ事業のひとつとして、名古屋の市街

地でチョウの生態調査をお手伝いさせていただいている。このビオトープには、

名古屋市に飛来しうる約 24種のチョウが好む植物を約 20種類植えている。
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　本年 (2010 年 ) は国際連合の定めた「国際生物多様性年」であるとともに、10 月には愛知県

名古屋市で「生物多様性条約第 10 回締約国会議 (COP10)｣ が開催されるなど、我が国の生物多

様性保全にとって、記念すべき年です。これを機会に、ちいかんニュースレター 35 号では、生

物多様性保全を取り巻く現状と、保全の取り組みについて特集します。

日本最速を誇る 500 系新幹線の先端部
は、高速で水中に飛び込むカワセミの
くちばしの形から発案されました。

レポート

いのちを支える生態系サービス
― 私たちは生態系からの恩恵で生かされている ―

　“生態系サービス”ってご存知ですか？人間誰しもが無償で受けている、生

態系からの恩恵のことです。生態系からの恩恵なんて全く受けてないよ、と思

う方もいらっしゃるでしょう。いいえ、必ず受けているのです。

　例えば、日々食べている魚類や農作物は、元々生態系の中に存在していた一

部を人間が利用しているに過ぎません。また、森林が雨水を吸収することで土

砂災害や洪水を予防し、人間の安全にも寄与しています。

　このように、私たち人間は、生態系からの恩恵を受けずには生きられないの

です。

　では、生態系サービスとは何なのか、簡単に説明しましょう。

■生態系サービスの種類

　生態系サービスは、大きく次の 4つに区分されます。

生物多様性条約第 10 回締約国会議 (COP10)

名古屋国際会議場 ( 名古屋市熱田区 )

主催：生物多様性条約事務局 ( カナダ・モントリオール )

2010 年 10 月 11 日 ( 月・祝 ) ～ 29 日 ( 金 )

※ 開催国（日本政府）は議長国として協力

参加者　約 8,000 名を予定
　　　　( 各国政府関係者・国連関係者・NGO など）

以上、COP10 支援実行委員会ホームページより抜粋

※カルタヘナ議定書第 5 回締約国会議 (COP/MOP5)
　　11 日 ( 月 ) ～ 15 日 ( 金 )
　生物多様性条約第 10 回締約国会議 (COP10)
　　18 日 ( 月 ) ～ 29 日 ( 金 )
　閣僚級会合
　　 COP のうち 27 日 ( 水 ) ～ 29 日 ( 金 )

Ex) 食品の提供、原材料の供給、エネルギー資源の供給など。

Ex) 栄養循環、土壌形成、送粉と種子の拡散、

   伝染病の防御など。

Ex) 気候調整、洪水制御、廃棄物の分解と無毒化など。

Ex) 文化的・知的・精神的な刺激、エコツーリズム、

   バードウォッチングなど。

生態系から材や製品を得る供給サービス

他のサービスを下支えする基盤となる基盤サービス 生態系が自然現象を制御する調整サービス

生態系から得られる非物質的な恵み文化的サービス

カワセミ

特集
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　例えば、供給サービスは、人々の

豊かな生活や健康に大きく寄与して

います。調整サービスは、人々の安

全を保障し、豊かで健康に生きるた

めの基盤を提供しています（図 1）。

　このように、人々が安全で健康的

な生活を営む上で、生態系サービス

は必要不可欠です。

　生態系サービスは無償であるにも

関わらず、とてつもなく大きな価値

を持つことがお分かりでしょう。

図 1. 生態系サービスと人間の福利の関係

出典：Millennium Ecosystem Assessment

(2005) を一部改変。

レポート

■生態系サービスは、急速に劣化している 　2005 年に発表されたミレニアム生

態系評価報告書 (MA) では、基盤サー

ビスを除く生態系サービスを 24 に区

分し、それぞれの項目について過去

50年間の傾向を評価しました(図2)。

このうち、『向上』したと評価された

のはわずかに 4 項目。全体の 6 割に

上る 15 項目で 『劣化』と評価された

のです。集約的な管理に伴い穀物や

家畜などの生産量は増加しましたが、

一方で森林被覆面積の減少や水質汚

染などを引き起こし、他のサービス

を劣化させたことが指摘されていま

す。

　地球上に生命が誕生して約35億年、

その長い歴史の上に成り立ってきた

生態系サービスが、わずか 50 年の間

に驚くべきスピードで失われている

のです。

図 2. 過去 50 年間における生態系サービスの動向

出典：Millennium Ecosystem Assessment(2005) を改変。

　私たち人間にかけがえのない恩恵を与

え続ける、生態系サービス。しかし、そ

のサービスは人間活動によって急速に劣

化しています。

　生態系サービスの動向は、近年世界的

な問題となっている地球温暖化や生物多

様性の劣化と密接に関係しています。私

たち人間は生態系サービスを将来世代に

わたって享受できるよう、一刻も早く手

を打たねばならない時期にきているので

す。

　最後に、絶対に忘れてはならないこと

は、私たち人間も生態系の一員であるこ

と、そして生態系サービスは人の手では

作り出すことができず、一度失ってしま

えば容易には元に戻らないということで

す。

　いよいよ2010年10月、生物多様性条

約第10回締約国会議(COP10)が名古屋

市で開催されます。この機会に、一人で

も多くの人達が生態系サービスの恩恵を

意識し、生物多様性の保全に前向きにな

れるよう、私たちが積極的に働き掛けを

行わなければならないと考えています。

(大阪支社自然環境研究室　中島拓 )

特集

「生物多様性に関する基礎講座」
　・基礎的な事を知りたい。
　・様々な事例を知りたい。
　・取組のヒントが欲しい。
対象地域の自然環境を考慮した、わかりやす
いプログラムを用意します。
ご相談・実施は無料です。営業担当者まで、
お気軽にご相談下さい。

地方自治体向け実施事例 (2009 年度 )

ちいかん出前講座サービスのご案内
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生物多様性保全型土地利用コンサルティングの紹介と
　　　    企業が取り組むべき生物多様性保全

業務紹介

の生物多様性評価の着目点

　これまでの事業所の緑地づくりでは、主に緑の“量”を

増やすことに主眼がおかれていました。BESCLU では、そ

れを更に一歩進めて、緑地の“質”や “つながり”につ

いても配慮し、より地域の生態系に貢献しようという取

り組みです。

　たとえば、単一の樹種が植えられ、下草がよく刈り込ま

れた緑地と、様々な樹種が混植され、下草を刈り込まず

に管理された階層性のある緑地とを比較した場合、おそ

らく後者の方が様々な生物が生息する場 (ハビタット)が

あるものと考えられます。外観写真などで一見同じ緑地

に見えるものでも、実際には、階層性の有無や水辺があ

ったりすることで、生き物の生息場所としての価値、す

なわち「質」に違いがあるわけです。

　また、事業所等の緑地と離れた場所の緑地とをつなぐ

緑が創出されれば、その緑を使って生き物が移動するこ

とが可能になり、緑地だけでなく、地域生態系の質が高

まり、ネットワークが強化されます。　

　都市では、緑化を進めるといっても、使えるのは非常

に限られた空間です。従って、今ある緑地をいかに生物

多様性に配慮した使い方ができるか、配置の仕方ができ

るのかがキーになります。そういった意味で、事業所等

の緑地における取り組みは、都市の生物多様性を高める

ことができる重要なパーツであるということができます。

　とはいっても、民間企業が生物多様性保全の取り組み

を進める上で、大切なのはコストや時間、費用対効果に

ついての観点です。BESCLU では長い期間をかけなければ

成果の出ない方法ではなく、私たちが培ってきたハビタッ

トや生物に関する専門知識や既存の緑地での取り組みを

最大限活かして、短期間で効果のある緑地づくりの提案

をしています。

            では、次のステップで事業所の緑地を評価します

生物多様性緑地机上診断 生態系ネットワーク迅速診断

事業所の現状の生物多様性の

貢献度を短期間で診断する

事業所の緑地の“質”“地域の

生態系とのつながり”を評価する

　緑地の持つ多面

的な価値を基準に、

生物多様性への貢

献度を机上で診断

します。

　事業所の緑地と地域の生態系の“つながり”を過去

から現在までの土地利用の変化を解析しながら、事業

所を中心とした地域全体を地図で「見える化」します

( 図 1）。また、地域の生態系を特徴づける生き物をリ

ストアップします。これらの生き物の生息の有無や生

息状況を見ることで地域の生物多様性の豊かさや改善

すべき方向性をみつけることが可能になります。

　株式会社地域環境計画では、2010 年 4 月から株式会社インターリスク総研、住友林業緑化株式会社の 2 社ととも

に「生物多様性保全型土地利用コンサルティング (　　　　　　：Biodiversity and Ecosystem Service Conservation 

through Land Use)」( 以下             ベスクル )のサービスを提供しています。

BESCLU とは、事業所の緑地および周辺の緑を緑の量だけではなく、緑地の“質”や“つながり”で評価し、より一層地

域の生物多様性に貢献していくための方策をご提案するものです。

特集
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業務紹介

　この図は事業所を含む周辺地域の緑地のまとまり

やつながり具合を示したものです。図に示すことに

よって、地域のコアとなる緑地や緑の少ない箇所

（ギャップ）を把握することができます。

生物多様性に貢献する土地利用の

提案や社員教育を実行する

みどりの診断カルテ

生物多様性教育プログラム

　生物多様性の観点から事業所の緑地を評価すると、

今まで評価されてこなかった価値を改めて発掘する

ことがあります。BESCLU ではこのような価値を発掘

し、具体的な土地利用計画を策定します。

　このようにして生物多様性の価値を知り、その価値

を高めることができれば、それでおしまいというわけ

ではありません。大切なのは、このような取り組みを

事業所の社員間で共有し、継続していくことです。

　社員ひとりひとりが自発的に取り組むことが可能に

なってはじめて（もちろん全社員というのは無理な話

ですが）、地域貢献、すなわち、地域の生態系の保全

につながるのです。BESCLU では、事業所の社員みず

からがこれらの価値を高める活動を継続的に行ってい

くための、自然観察会やモニタリング方法の教育など

を行います。

企業活動と生物多様性保全

　2010 年 10 月に行われる COP10 を控え、最近では、行政

や市民のみならず、民間企業においても生物多様性に配

慮した活動方針が打ち出されるなど、生物多様性保全へ

の取り組みが活発化しています。

　企業活動における生物多様性への配慮は、従来は主に

社会貢献の一環として行われてきましたが、日本経済団

体連合会による「生物多様性宣言」(2009 年 )、環境省に

よる「生物多様性民間参画ガイドライン」(2009 年 ) が出

されるなど、企業活動における生物多様性への配慮は企

業の「責務」になりつつあるといえます (図 2)。

私たちが生活をしていく上で、生物多様性への配慮はもはや

考えずにはいられない時代が来たといってもよいでしょう。   

　持続可能で豊かな社会づくりをしていく上で、生物多様性

に関わって仕事をしている我々の責任と使命は大変大きなも

のがあります。その期待に応えるために私たちは、日々の研

究と、多くの成果を積むことが重要であると考えています。

「第三次生物多様性国家戦略」 環境省

企業と生物多様性イニシアティブ (JBIB)

発足

「生物多様性基本法」

「生物多様性宣言行動指針とその手引き」 

日本経済団体連合会

「生物多様性企業活動ガイドライン」 環境省

「生物多様性国家戦略 2010」環境省

「生物多様性民間参画イニシアティブ」設立 

日本経済団体連合会

生物多様性条約第 10 回締約国会議 (COP10)

の開催 愛知県名古屋市

図 2　日本国内の生物多様性に係わる動き

(東京支社自然環境研究室　熊田章子)

コアとなるよう

な大規模な緑地

ベルト

（飛び石）緑地

水と緑の

ベルト

図 1　生態系ネットワーク図

2007 年　

2008 年　

         

　

2009 年　 

         

2010 年　
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　生態系や生物多様性に興味をもっ

ており、これから勉強していきたい

人のテキストには最適な一冊である。

『生物多様性とは何か』、『なぜ守るの

か』、『現在、何が問題なのか』につ

いて、分りやすい言葉、挿絵、具体

例を挙げ説明されており、概説を知

るうえで、推薦できる。60 ページ少々

のブックレットなので、特に生態系

や生物多様性は、『難しい』、『敷居が

高い』、『複雑＆広範囲』と思う人た

ちにはお勧めで、通勤・通学の電車

の中で読みきれるページ数である。

　本書では、生態系サービス、適応

進化、外来生物、SATOYAMA イニシア

チブなどの話題のほか、『地球規模生

物多様性概況第 3 版』（GBO3：Global 

Biodiversity  Outlook 3) の概要、

『生物多様性基本法』など、最新の話

題も入っており、すでに勉強した人

が、もう一度頭の中を整理するのに

も有益である。

　DNA でたどる生命史の章では、生

物は、『LUCA』( ※１) から始まり、

自己複製、突然変異、適応進化、偶

然の作用が繰り返しはたらいて進化

し、40 億年にわたる生物の試行錯誤

を通して獲得した『生物の知恵』、『生

命の技』、『生命の作品』という『情

報』であり、それ自体が莫大な価値

と潜在的な利用の可能性を秘めてお

り、生物の絶滅は、膨大で貴重な情

報の消失であると示されている。生

態系サービスの中の遺伝子資源に近

いニュアンスととられるかもしれな

いが、本書では、また違った印象を

受ける。

　生物多様性の危機の章では、六番

目の生物の絶滅時代に突入している

こと、その原因・場所、外来生物の

脅威、生態系の劣化について具体的

に示されており、生態系のカタスト

ロフィック・シフト ( レジーム・シ

フト (※ 2 )) にも触れられている。

　また、企業の生物多様性にかかわる

CSR(Corporate Social Responsibili-

ty：企業の社会的責任)活動について、

グリーンウォッシュ ( ※ 3) の話題に

触れているのは重要な点である。

　本書を読んで、生物多様性と生態

系の危機、人間社会は生態系から恩

恵を受けて成立していること、日本

人一人当たりのエコロジカル・フッ

トプリントなど、生物技術者として

よりも一個人として、あらためて考

えさせられた。

(東京支社自然環境研究室　中武禎典)

※ 1  LUCA(Last Universal Common Ances-

tor) ： 40 億年ほど前に出現した自己複製をも

つ、きわめて原始的な単細胞生物。バクテリア、

古細菌、 真核生物の始祖。

※ 2  レジーム ・ シフト (reg ime sh i f t) ：

ある閾値で生態系が急激に大きく変化し、 環

境が戻っても生態系がすぐに戻らない現象。

悪い方向への移行は、 カタストロフィック ・

シフト (catastroph ic sh ift) と呼ばれる。

※ 3  グリーンウォッシュ ： 本業で環境に大き

な負荷を与えながら、 環境保全に熱心である

かのようなイメージを消費者に与えるために行

われる環境保全活動。

生物多様性入門

鷲谷いづみ／著
出版社：岩波書店
定価：600 円 + 税
A5 版　63 ページ
2010 年 6 月発行

ISBN:978-4-00-270785-3
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　「ガサッ、ガサガサッ。」山

の中を歩いていると、落ち葉

がこすれる音が聴こえる。

　「ヘビ？カナヘビ？…もう少し

小さい？」足を止めて相手の動

きに集中する。

　音の主（ぬし）が動く先を読

んで徐々に間合いをつめる。

　「おっ、走り出した！よし、タモ網

に入った？ああっっ…！」

　音の主はタモ網をよじ登り、巧み

にはい出し、大木の洞（うろ）に滑

り込んでしまった。

　よく見ると、ガサガサ逃げる個体

は他にもいて、ある者は木によじ登

り、ある者は岩の隙間に入り込み、

ある者は草の上でハサミを振りかざ

している。

　正体は海辺近くの森に生息するア

カテガニで、普段は森の中に生息し、

夏の大潮の日に海辺や河口に降りて

きて産卵する。長時間、森の中で生

活するこのカニは、酸素が溶け込ん

だわずかな水を持ち歩き、酸素が少

なくなると口から水を吐き出し、水

が腹部を流れる間に酸素を溶かし、

再び脚もとから体内に水を取り入れ

るという、極めて効率的な循環シス

テムを持っている。

　さて、このアカテガニであるが、

生息場所である森と、産卵場所であ

る海辺・河口が連続していることが

生息の最低条件で、近年の著しい減

少は、海岸部の埋め立てや河口堰の

建設が大きな要因であるといわれて

いる。

　加えて制度上の問題も減少に拍車

をかけてきた。これまで一定規模以

上の開発事業では環境アセスメント

による動植物調査が実施されてきた

が、アカテガニのように陸

域と水域を行き来する甲殻

類は、環境アセスメントのいわゆ

る「技術マニュアル」に沿った調

査項目（陸域：植物、哺乳類、鳥類、

両生類・爬虫類、昆虫類等、水域：

魚類、底生動物等）から外れるこ

とが多く、注意を怠れば常に調査

計画からもれやすい種類であった。

　さらに、最近では特定外来生物の

アライグマが各地で分布を拡げてお

り、アカテガニのような陸ガニが格

好の餌になることが懸念されている。

　私は踏査を続けながら、暗闇に消

えたアカテガニが持ち歩くわずかな

水に思いをはせた。持ち歩く水に粘

り気が出ると、そろそろ水を交換し

なければならない。

　アカテガニは大木の洞から恐るお

そる出てきて、谷戸に張り巡らされ

た水路に身体を浸した。次の大潮の

一大イベントに備え、束の間の休息

をとっているようであった。

( 九州支社自然環境研究室　印部善弘 )
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お待ちしています。

素朴な疑問やご感想など下記のアドレスまでお寄せください。お待ちしています。

E-mail : nl-info@chiikan.co.jp

　猛暑日続きの今年の夏でしたが、まだ日が昇る前の時間に早起きをして、犬の散

歩に出掛けてみました。薄暗く誰もいない朝もやの中は、空気がひんやりとしてい

て、心地よい風が吹いていました。遠くからはヒグラシの鳴き声と、稲の匂いがし

て、何とも幻想的な雰囲気。夏の早朝は、昼間とはまるで違った顔を見せてくれます。

すべての生きものたちが、息をひそめて生命のエネルギーを蓄えているようで、自

然（あるがまま）のひたむきさに清々しさを感じ、今日も一日頑張ろうという気に

させてくれます。

　季節の移ろいとともに、また違った発見が出来れば、と思いつつ「明日も早く起

きるぞ」と、自分を励ましています。　　　　　　　　　　　　　　　(福岡由佳) 

アカテガニ


